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研究成果の概要（和文）：本研究では，コーパス（電子化されたテキストデータ）を活用して，常用漢字の特徴量（頻
度,パターン別出現傾向，造語力など）を計量的に測定した。2010年，「常用漢字表」は，29年ぶりに改訂され，字数
が大幅に増加し，2136字となった。これらすべての漢字は小中高校で学習する。そこで，本研究では，常用漢字表の「
現行版」と「改訂版」の漢字の特徴量を算出・比較することにより，常用漢字表に新たに追加された漢字の特徴を分析
した。さらに，デジタルデバイスを用いた新しい常用漢字の指導方略を考案し，「主な常用漢字は書ける」に対応する
。これにより，義務教育から高校卒業までの間，体系的な漢字の指導方法を検討した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have developed the method kanji feature extraction method based 
on the analysis of the corpus-based computational linguistics. The Japan government updated the table of 
“Literally Regular Use Chinese Characters (joyo kanji)" designated for the first time in 29 years, 
deleting five and adding 196, including difficult-to-write kanji characters that have become easier to 
use with computers. The new total is 2,136. Almost all Japanese students have to learn them all. The 
authors extract the kanji feature amount by making a comparison between new and old table of joyo kanji. 
We have devised the learning strategies of new kanji using a digital device. Finally, we investigate 
extremely effective methods to learn kanji from elementary school to high school.

研究分野： 教育工学
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１．研究開始当初の背景 
2010 年，「常用漢字表」は，29 年ぶりに大

幅に改訂された（文化審議会 2010）。この改
訂で常用漢字表に新たに追加される漢字 196
字は，2012 年度から中学と高校で新たに学
習することが求められており（文科省 2010），
学校で習得すべき漢字数が著しく増大する。
新常用漢字（2136 字）のうち，教育漢字（1006
字）は従前通り小学校「学年別漢字配当表」
に割り当てられるが，残りの 1130 字は中学・
高校で学ぶことになる。さらに，本改訂で，
新たに追加された新常用漢字には，うつ病の
「鬱」のほか，「挨拶」「語彙」「傲慢」「咽喉」
「毀損」「羨望」「腫瘍」「凄惨」など，複雑
な字形の漢字も多い（下線が新常用漢字）。
これらの追加漢字は，2015 年度に高校・大
学入試での出題が解禁される。よって，新常
用漢字を学校でどのように教えていくのか
を早急に検討することが求められる。 
一方，パソコンや携帯電話の急速な普及に

伴い「情報機器を用いた漢字使用」が著しく
増加する中で，児童・生徒を取り巻く言語環
境は大きく変化してきている（東倉 2006）。
情報化に対応する漢字教育として，従前通り
の「書ける漢字」の指導に加え，「読めるだ
けの漢字」（手書きは出来ないが情報端末上
で正しく使用できる漢字）の扱い方について
も議論する必要がある。 
上述した学術的な背景に基づいて，常用漢

字表の改訂に伴う教育上の問題点をまとめ
ると，次の点が挙げられる。 
(1)中学・高校には「学年別配当表」に相当
するものが存在しない。そのため，中学・高
校での学年進行に伴った系統的な漢字指導
が難しい。 
(2)中学では「常用漢字の大体を読む」，高校
では「主な常用漢字が書ける」とあるが，手
書きが求められる「主な常用漢字」とは何か，
その字種や範囲は明示されていない。 
(3)常用漢字表の改訂に伴い，中学・高校生
が学習すべき漢字の字数が著しく増大した。 
(4)新常用漢字には，字形が複雑な難しい漢
字（鬱,毀,傲など）も数多く含まれる。 
(5)上記(3)と(4)により，中学・高校での漢
字学習の大幅な負担増につながる可能性が
高い。 
(6)上記(5)と(2)を踏まえ，情報端末に対応
した漢字指導の在り方を検討する必要があ
る。 
このように，常用漢字表改訂に伴う学校教

育上の問題点が数多く挙げられる一方で，改
訂直後であるため，新常用漢字表（10 年 11
月告示予定）に対応した漢字教育に着目した
研究は皆無に等しい。そのため，本研究では
上記の問題点を解決することに取り組むこ
ととした。 
 
２．研究の目的 
上記で述べた問題点を解決するために，本

研究では，次の点を明らかにすることを目的

とした。 
(1) コーパスから漢字特徴量を計量的に抽
出する手法の構築とその有効性の検討 
本研究では，大規模な日本語コーパスを活

用して，漢字の特徴量を抽出する手法を構築
する。具体的には，漢字の属性や特徴を表す
計量的な指標を算出する。さらに，漢字特徴
量の経年変化や他の指標との関連を分析す
ることで，本手法の信頼性・妥当性および有
効性を検討する。 
(2) 常用漢字の改訂に関する分析を行う。 
 上記(1)で得られた漢字特徴量に基づいて，
常用漢字表に掲載されている漢字の特徴を
分析する。特に，常用漢字表から削除または
追加された漢字を中心に分析を行う。 
 (3) 計量言語学的手法によって得られた研
究成果を教育実践場面で応用する。具体的に
は，次の通りである。①デジタルデバイスを
活用した漢字の書記技能の育成とその授業
実践を行い，漢字の「手書き行動」の促進と，
情報端末の「漢字変換機能」の位置づけを教
育的な観点で考察することにより，②情報化
社会に対応した漢字教育の在り方を検討す
る。 
 
３．研究の方法 
本研究では，大規模日本語コーパスを用い

て，漢字の特徴量を計量的に抽出する手法を
開発し，漢字教育への応用を図る。漢字の特
徴量（造語力，出現率，辞書掲載率など）を
新たに定義し，コーパスから漢字の特徴量を
計量的に算出する。本研究で分析の対象とす
るコーパスには，KOTONOHA『現代日本語書き
言葉均衡コーパス』（BCCWJ: Balanced Corpus 
of Contemporary Written Japanese）を用い
た。また，その比較対照データとして，検索
サイト Google を用いた。この２について，
本稿では，前者を BCCWJ,後者を Web サイトと
呼ぶことにする。さらに，異なる出版社から
刊行されている複数の辞書を対象にして，漢
字の辞書掲載状況を分析する。最後に，日本
人学習者や外国人留学生を対象にデジタル
端末を活用した漢字習得の支援を行うこと
で，本研究で得られた知見を学校教育場面に
応用する。こうして得られた成果は，系統的
な漢字教育の推進および，児童・生徒の国語
力向上に役立つ有用な知見となる。 
 
４．研究成果 
 (1)常用漢字表から削除または追加された
漢字の使用実態調査を行った。 
最初に，常用漢字表から削除された漢字 5

字を対象に，その特徴を計量的に分析した。
さらに，平成 22 年の改訂で新たに追加され
た漢字との比較を行うことで，常用漢字表へ
の字種の追加・削除が妥当なものなのかを検
討するための基礎的な資料を提供する。そし
て，本研究で得られた知見は，小中学校や高



等学校における漢字の教育についてのカリ
キュラム開発や，学年別漢字配当表や教育漢
字の妥当性を検討する上でも重要な基礎的
データとなり得るものであり，その教育的意
義は著しく大きいといえる。 
次に，異なる出版社から刊行されている複

数の辞書を対象にして，平成 22 年の改訂で
常用漢字表から削除された5つの漢字の辞書
掲載状況を分析した。その結果，日常生活で
利用される機会が少なくなった単位（「勺」
「匁」）を表すもの，他の表記で置き換えて
表現可能なもの（脹れる＝＞膨れる，錘＝＞
おもり），近代日本を支えた主要産業「紡績」
や，伝統的な職人文化である「鍛冶」に関連
する漢字（紡錘，銑鉄などで使われている
「錘」「銑」の２字）などの特徴が見られた。
さらに，これら 5 つの削除漢字は，Web サイ
ト上での検索結果（件数）には大きな開きが
あり，10 倍以上も異なっている漢字が存在す
ることが分かった。さらに，新常用漢字表に
新たに追加された漢字であっても，検索結果
（件数）の平均が 100 件にも満たない漢字
（「彙」「拶」）が存在する一方で，「凄」のよ
うに約 12 万 7 千件にも達するような漢字が
存在することが明らかになった。 
このように，本研究では，常用漢字表から

削除された漢字や新たに追加された漢字の
使用状況やその特徴を分析した。この分析結
果を教育場面に利用することで，小中学校や
高等学校における漢字の教育や教材開発に
役立つ有用な資料を得ることができた。 
 (2)コーパスとして，BCCWJ や Web サイトを
用いて，調査対象となる漢字をキーワードと
して入力し，その検索結果を分析した。分析
によって得られた主な結果は次の通りであ
る。すなわち，常用漢字表から削除されたす
べての漢字（勺，匁，脹，錘，銑の 5字）に
ついて分析したところ，Web サイト，BCCWJ
ともに，その検索件数のバラツキがとても大
きく，6 倍以上もの大きな差異があることが
示された。すなわち，削除された漢字であっ
ても，一律にすべてが著しく低頻度であると
はいえない可能性が高い。また，常用漢字表
に新たに追加された漢字と削除された漢字
を比較した所，Web サイトの検索結果（件数）
は，必ずしも「削除された漢字」よりも「追
加された漢字」の方が大きい，ということに
はならないことが示された。すなわち，常用
漢字表に新たに追加された漢字であっても
検索結果（件数）が十分に大きいとはいえな
い漢字が存在することが示された。 
(3)本研究で得られた計量言語学的な知見

を教育場面で応用して，漢字学習に関する教
育実践的研究を行った。具体的には，次の示
す①～④である。すなわち，①デジタルデバ
イスを用いた漢字指導方略を考案し，②小中

高校の漢字教育で求められている「主な常用
漢字は書ける」に対応するものである。これ
により，③新常用漢字の有効な学習方略を確
立し，④日本人児童・生徒（義務教育から高
校卒業まで）および，外国人留学生を含む学
習者を対象に，体系的な漢字指導の枠組みを
構築するものである。 
特に，上記①と②について，本研究での教

育的応用としては，漢字練習辞書を作成し，
デジタルデバイス（モバイル端末やデジタル
ペンなど）を用いた漢字学習方略を新たに提
案した。特に，漢字（４字熟語など）を対象
に，学習者個別の単語帳や，練習ゲームを作
成し，日本人のみならず外国人留学生の漢字
学習支援を行う教材システムの作成を行っ
た。さらに，漢字が苦手な児童・生徒を対象
にデジタルペンを用いた漢字学習の教育実
践にも取り組んだ。その具体的な内容は次の
通りである。すなわち，①デジタルペンを活
用することにより，指導者（教師）や保護者
による学習状況の事後確認が実現できる。②
つまずきの原因を解明し，漢字の個別指導に
役立てることができる。③筆順の保存・再生
により，書き順が正しいのか判定できる。こ
れらは，漢字ドリルやノート提出などによる
従来型の課題提出方法では，児童・生徒の詳
細な書記プロセスが把握できないため実現
できなかったものである。④漢字の特徴的な
誤りやその習得過程を分析した。⑤日常的に
よく使用する画数が少ない漢字は書ける。⑥
単一漢字で意味が分かりにくいものは覚え
るのが難しい。⑦個別学習指導を行う前後で，
事前・事後テストを実施した所，正答率が上
がった。などを明らかにすることができた。 
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